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クッキングヒーターをお買い上げい; ■苗 だを、まことにありび 
この取巧説明害をお読みになり、正しくお使いください。 

.は、設置工事説巧含、保証害、 I ■ご巧設窓口」ととちに大切 












C€ ダブル m ヒーター 

〇高効率で立ち上びりび早い ノ V イパワ ー3.0 kW の高乂力 (化-夕-) 

〇設定した温度に油温を保つ 揚げ物温度コント □ —ル (左•も ヒ-夕 -) Ms ぺ-ジ 
〇湯がわいた後、自動で停止ずる 自動湯わかし機能 (もヒ —夕-) ►17 ぺージ 

両面焼さ自動□ースター 

〇食材を入れて、メニューを選んでスタートずるだけ。 

餐 火加減ワンタッチ調節 

〇上面操作で『とろ火』、『弱火』、『中火』、『強火』の火加減が直接選べ火力調節が簡単にでさまず。 


■ m 加熱の原埋 



コイルに電流を流すと磁力線が発生します。この磁力 
線の中に鍋を置 < と、鍋にラず電流が発生し、鍋の電 
気抵抗によって鍋自体が発熱します。 



使用の前 I 


安全のため必ずお守りください… ……4 

各部のなまえとはた5さ . 8 

使える鍋について . 12 


巧いかた 


左•ちヒーターで調理する . 15 

自動湯わかしの使いかた … …17 

左•ちヒーターで揚げる . 18 

中央ヒーターの使いかた . 20 

□-スターの使いかた … … …22 

魚焼き調理をする . 24 

グルメ調理をする . 28 

チャイルド□ックの使いかた……''…'…'…'…' 32 
中央ヒーター□ックの使いかた … 33 


長くお使いいただ<ために 


お手入れ . 34 

こんなとさは . ：38 


料理集 . 43〜57 


仕様 . 58 

乂力の目安について… … … 58 

保証とアフターサービス . 59 










































ま全のため必ずお守りください 

※この機器は一般家庭用です。業務用には使用しないで<ださし、。 


給表示について 

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々へのを害や 
財産への損害を未然に防止するためにいろいろな絵表示をしています。 

その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解してか5本文をお読みください。 


A 警告 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び死 t または重傷を負ラ可能性び想定される 
内容を示しています 0 

A を意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び損喜を負ラ可能性び想定される内容および 
物的損害のみの発生び想定される内容を示しています。 


♦ 給表示の例 ♦ 

A 


この記号は注意（危険•警告を含む）を促ず内容びある 
ことを告げるちのです。図の中や近傍に具体的な注意 
内容び描かれてしほす。 

0 

この記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 
図の中や近傍に具体的な禁止内容び描かれてしほす。 


〇 

この記号は行為を強制したり指示する内容を告げるち 
のです。図の中や近傍に具体的な指示内容び描かれ 
ています。 













の 


A 警告 


な造は絶巧にしない ベ^ 

修理}支術者 L ツタ1■の人は、絶がに分き？ (U 
したり、修理を行わない 

火淡•恩蜜-けびの原因 

本巧に水をかけない / 

感電‘シヨート‘発火の原因 

水めれ忌止 

は別紙のに偶總口」にご相談 C 4 

くださ。。 

モ f 兵などおり扱いに不慣れな方だけで / C \ 
使巧させたり、乳な巧に軸れさはない (\j 

属覃.やけど.けびの原因 

アースを確実に巧り付ける 

巧障’漏 g による賴の禍 

アースの取。巧けはお貢い上げの販売店に 

ご相談ください。 接掃 

巧•が気カバーやずを間にピンや 重 十金 / C-N 
などの異物を入れない (\) 

吸気□•排気□に指を入れない 

感電や異泻動作によるけびの原因 

電源コードやプラグげ傷んでいた D 、 iO \ 
コンセントの差し込みびゆるいときは (\) 
使用しない 

感覃.ショート.発火の原因 

トッププレートの上に柔ったり、物を /<->. 
落としたり、衝擊を加えない (\J 

巧一ひ U び入っに D 割れた III 

場合、そのまま使用すると 刀、 

週熱や異常動巧.感里の原因 

力ーテンなどの可燃物の近 < で使用し /<-\ 
なぃ (\J 

火災の原因 

畢源スイッチと専巧回路の 
ブレーカーを切って使用を 吃 

中止し、ずぐに修理をはお 
してください。 ^ — 

揚げ物調理中はそばを離れない ハ ベ 

义《の原因 .へ 

トッププレートの上に物を載せない X-N 

火ぶ-故障の原因 

下記の物は特にま意してください。 

♦可燃物や引义物 
面きん’紙’アルミホイル’’;由など 
•磁気のを醫を受けやすい色の 
キャッシュカード、磁気テープ、自動改ホし用 
定期き.時計，ラジオなど 

•巧店の天ぶ 5» な巧は篇巧に巧わない。 

•銷は中巧に置いて<ださい。 

♦底に凹凸やそりのある鍋で樹ブ颗をしない。 

♦おず揚げ物湿度コント□ールを使用し、付属の天ぶ百顏 
で調理してください。 （1 S ベージ） 

•油は加〇宜(□占 6 L ) ホ窗では觀にお理しなし、。 

ミ由は500 旨 (0 .己 6 L ) 〜吕〇 Og (0 ぶ L ) の範囲で調理し 
て < ださし、。 

錯が違った0ミをの量びがないと,巧が過敦され発乂する 
恐〇びあります。 

またミ由の量びをすぎると1あ面れてやけどや乂巧の原 
因にな0ます。 

♦炒め物•規き物など巧を搜う料巧をするとををそばを難れ 
ないでください。また.如熱し週ざないように义力を調節し 
て < ださい。 

トッブプレートの上に銅、やかん、フ /CN 
ライパンなどの調理器具むがのものお (\) 
よびカセットコン□•ボンベなど鍋む 
外のものは置かない 

义ぶ-撮発’やけどの原因 

使用をは電源を切る 

义微 )19 因 SS 

•巧わな:いとさは,バネル操作部を収袖して電 
源を切ってください。長巧不在のとをは、専用 
回路のプレーカーを切って < ださい。 





















ままのため必ずお守りください （つづさ) 


A ま意 


使用中や使用をしば 6 くはトッププレー / 

卜や□ースタードアおよび庫巧などの高 (W 
温部に軸れない 

やけどの原因 巧 

特に锅をおろした直後は、 

トッフフレートび熟くなっ ホ ス 

ているため、手を姑〇ない 

でください。 1!^：：^ 

化の器具（ガスコン□など）であ 5 かじ /Ov 
め加熱した油を使わない rsj 

揚げ物温度コント□-ルび衝かず1異萬過熱し、 

义災の原因 

空だをやか要 ULh に加熱をしない 

飼やトッフフレートの破損の恐れ V V 

過熱により調理物の発火、やけどの原因 ■ 

※調庭の寿いをの.そっているフライバンや銷 
は強义で予熱するとホ熱する場合があ D ます。 

※空ださなど異常に高ミ届になった場合、トップ 
フレートびをちずることびあ D まず。 

む腰用ぺースメーカーをお使いの方は、 

本製品のご使用にあたって医師とよく M 
ごネ目談くださぃ 、> 

本製品の動作びペースメーカーに影空をちえる 
ことびちります。 

調理 m 巧の用途に巧用しない 
义が.な障の原因 1 \) 

本体前ちに物を置かない 
火沒の原因 

油煙がをく出たら電源を切る 

油び高湿になっているので、続けて孤熱ずると 
発义し义獅原因 

义気を近づけない 

感電•焉里の原因 1 

鍋は不を定な状態で使用しない 

不を定なが態のまま使用ずると、本がの損傷や 

韵の落下によ D やけどやけげの原因 、 ' 

のぶ掃 カバーをふさしぶり、 吸•扫稳 カバー yOv 
付近に手、顔、绍のとってを近づけない (\J 

义が-やけどの原因 

鍋. 鍋のとってなどの高温部に軸れない 
やけどの關 

活巧禁止 

トッププレートの表示窓や上面操作部 
の上に、熱い鍋などを載せない 

故障の原因 

銅の下に紙などを敷かない ベ、^ 

飼の熟で紙び焦げたり、発义の原因 

トッププレートの上に直接食巧を置い /〇. 
て調理しない (\J 

発乂-異常動作の原因 

♦ちを焼いたり、しよラゆ.汁などびたれる調 
理はしない 

ち詰やアル S 製客器（ラどん等び入った /Ov 
簡易容器)、アル 5 迫など、鍋 L ソがのをの (NJ 
を載せない 

破をした 0 ホ熱して、やけどやけびの原因 
•スフーンなどの金属性小物を載はなし、 

揚げ物調理中は、巧び散る油にミち意ずる 
例ブどの綱 

使巧中は本体か S 離れない /ON 

調理物が発义する恐れ 1 

《本体から離 n るときは、必ず星源を切ってく '■ 

ださい。 

口ースターは必ず受皿に水を入れて巧 
用ずる（グルメ調理は除く （28 ページ)） ■■ 

火巧の原 S 

* 続けて使巧するとをは、受皿にたまった油を捨て、 

巧れをきれし)に落としてか 5 水を入れてください。 

お手入れは本体び;ちえてか 5 行ラ 

やけどの HIS Vp 


























A を意 


□-スター使用中に調理物げ発煙-発义した場合は、すぐに電源を切り、 
次の手順で消乂する 

火災の原因 

①電源スイッチを切る 

⑨吸’排気力/ (—全体をめれたタオルでふさぐ 

※このとさ□ースタードアの周囲から煙び出ます。 

③ ブレーカーを 切る 

♦炎び消えるまで□ースタードアを引を出さない。 

(空気び入り、炎び大さくなります。） 

♦□-スタードア（ガラス窓）に水をかけない。（ガラスび割れます。） 


〇 



□ ースターを使用ずるとさ 


使用中や使用後は□ースタードア 
(ガラス）に水をかけない 

高温になっているところに水をかけると割れる 
恐れ 


Q 


□-スタードアを持って勢いよく引き 
出したり、持ち上げなげ5引き出した 
り、また□-スタードアに上か5強い 
力を加えない 

受皿から水がこぼれたり、□ースタードアや受皿- 
焼網などび落下して、やけどやけびをしたり、破損の原因 


Q 


受皿には水 LU 外のらの（例えばアルミ 
ホイル*クッキングぺーパー • グリル 
石など）を入れて使用しない 

油び過熱し、発煙-発火する恐れ 

また、自動（オート）調理び5まくでさない原因 


0 


□ースターの庫内や受皿は、魚などの 
油びたま5ないよラ使用の都度掃除を 
し、定期的にお手入れをする 

火災の原因 

※続けて使用するときは、受皿にたまった油を捨て、 
ミちれをきれいに落としてから水を入れてください。 


〇 


お願い 


トッププレートの上で、國ジヤー炊飯 
器など電磁誘導加熱の調理機器を使わ 
ない 

磁力線により本製品び故障する原因 


キャビネット（本体下側）に調味料•食 
品などを置かない 

排熱による調味料-食品などの変質の原因 


酸の強い食品びついた場合はずぐふき取る 

ジャム、レモン汁-梅を使った食品など放置す 
ると、トツフフレート、フレートワクび変色す 
る原因 


Q 


Q 

〇 


左-ちヒーターは磁力線げ出ているた 
め、磁気に弱いものを近づけない 

♦ラジオ•テレビ-補聴器など（雑音の原因） 
♦キャッシュカード.磁気テープ-自動改ホし用 
定期券など（記憶び消える原因） 


Q 


操作部に煮汁などを付けたまま収納し 
ない 

煮汁び固まってパネ j し操作部び開かなくなる恐れ 


Q 


プレートワクを鍋底でこすったり、 
プレートワクに熱い鍋を置かない 

ステンレスの傷付さ-変色の原因 


オーブンレンジと組み合わせて使用の 
場合、□-スタードアのとっての温度 
にを意する 

才ーブンレンジの排気で□-スタードアのとって 
び熱くなる場合びあります。 


0 

〇 


{な全のため必ずお守りください 


7 


鍋のふたを伏せて置かない 

火災-故障の原因 
《ヒーターび入ると加熱されます。 


Q 





























各宜 15 のなまえとはた5を 


※この機器は一般家庭用です。業務用には使用しないで < ださし、。 


中央ヒーター （1.2kW) 

(クイックラジエントヒーター) 
に0ページ） 

※口ースターとの同時使用は 
でさません。 


ち ヒーター O.OkW) 


(阻互ヒーター） 
(1 巳ページ） 


凸マーク (4 ケ所） 

目の不自由な方び、鍋 
をヒーターの中央に置 
くための目まです。 



電源コード 
プラグ 


□ —乂夕一 (1.2kW) 

(上•下とちシーズヒーター） （22 ページ） 

《 中央ヒーターとの同時使用はでさません。 


上面操作部 
前面表示部 
パネル操作部 


部品の交換•追加購入 2004年目月現在 


音 15 ロロ 名 

部品ま号 

希望ル売 
価格 

焼網 

(消耗部品） 

HTW -4 DD 032 

^ 1已フ已円 

(税抜1胡肌） 

天ぷ S 鍋 

HT - N 40 

2,625円 

(税抜2, 日日日 円） 


天ふ！3鍋(付属品) 


揚げ物調理をずるときに使 
いまず。 

※他の調理（炒め物•煮物 
など）に使用しないで< 
ださし、。 



お買い上げの販売店にご相談ください。 


安全機能 


◊過熱防止機能 

(本体、左•ちヒーター） 

◊鍋無し自動停止機能 

(左•ちヒーター） 

◊ル物検知機能 

(左•ちヒーター) 

◊揚げ物鍋そり検知機能 

(左•ちヒーター） 

◊高温を意表示 
◊切り忘れ防止機能 
◊待機時消費電カオフ機能 


'吸•排気カバーびふさびれていたりして、本体内部び異常に高温になったり、鍋底の 
温度び異甫に上びると、ブヴーび鳴り、通電を停止します。 

'調理中に鍋をおろしたり、位置を大さくずらすと、約30秒後にメ□ディーび鳴り、 
通電を停止します。 

'誤ってナイフやフォークなどの金属ル物や、直径のルさい鍋を載せてちまたはちヒー 
ターを通電すると、約30秒後にメ□ディーび鳴り、通電を停止します。 

'揚げ物温度コント□ール使用時、鍋底に約 2mm け上のそ 0 びあったり、をあしてい 
ると、ブヴーび鳴り、通電を停止します。 

' トッププレートや□ースターの温度が高温であることを、トップフレートの場合は表 
お窓に、□ースターの場合はパネル操作部に表示してお知らせします。 

'各ヒーターまたは□-スターを使用し、一定時間経過すると通電を停止します。 

(ちモヒーター、中央ヒーター'''操作後約4巳分、□-スター(手動調理）'''約30分） 


'調理終了を、約4巳分経過すると自動的に電源ランフび消え、電源を切り、待機時消 
費電力を節約します。（高温注意表示を行っているとさは働さません。） 


◊チャイルド□ック、中央ヒーター□ック 


'ルさなお子さまなどび軸ってを作動しないよラに、また熱を持つ中央ヒーターび作 
動しないよラに□ックびでさます。 


I メ □ディー機能について . 

タイマー終了などをメ□ディーでお知らせします。お好みによってメ□ディーをブヴーに切り換えるとさは、 
電源を入れ、全てのヒーターの通電を行っていない状態でバネル操作部の中央ヒーター操作部の〇を3秒間 
押します。「ピピッ」とブヴーび鳴ったら切り換え終了です。同じ操作でブヴーをメ□ディーにもどすことびで 
さます。（この時は、メ □デイーび鳴って切り換え終了です。） 


■ヒーターの同時使用について 


ち•ちヒーターと中央ヒーターまたは□ースターを同時に使用する場合は、合計の消費電力を4,800 W 1 U 内 
に抑えるため、左ヒーターの最大火力び下びります。 

ち•ちヒーターを同時に使用し、左ヒーターを火力 ri 0」で使用する場合は、ちヒーターの火力を rn 」し U 下 
に下げてください。ちヒーターの火力を大さ<するとちヒーターの火力び優先され、ちヒーターの最大火力び 
自動的に下びります。 

左ヒーターと□ースターまたは中央ヒーターを同時に使用する場合は、左ヒーターの最大火力が自動的に下 
びります。 

中央ヒーターまたは□ースターとちヒーターの揚げ物温度コント□ールを同時に使用するとちヒーターの最大火 
力び自動的に下びります。 

揚げ物温度コント□ールは左•ちヒーター同時には使用でさません。 

左ヒーターの揚げ物温度コント □ ール、ちヒーターの自動湯わかしと中央ヒーターまたは □ —スターは同時 
に使用できません。 


■吸•排気について 


使用中、本体内部の温度上昇を抑えるために;令却ファンび作動し、吸•排気カバーから吸気、排気を巧います。 
• 冷却ファンの作動音びしますび、異常ではありません。 


な口部のなまえとはたら去 
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各部のなまえとはた 5 き （つづき) 


操作部 


参上面操作部 ちヒーターで説明しています 


風 (と5义；^弱义)(^中义 )（ 強义 


ちヒーター切/入キー 


义カキー 



タイマーキー 


叫定キー 


I 火力調節 
I タイマー時間設定 
I 湯わかしの仕上がり調節 


参前面表示部 


□ —スター通電ランプ- 


^ 左ヒー ター通電ランプ 

r - 中巧ヒーター通電ランプ 
I - ちヒーター通電ランプ 


電源ランプ 


化ぶ）ぶ電源 


田"八 

〇 


I — 電源スイッチ 

(電源の入/切） 


中央ヒーター□ックランプ^ 


>パネル操作部 



□-スター 

操作部 

に2ぺージ） 

左ヒーター 
操作部 

(1 8ページ） 


中央ヒーター操作部 に0ページ) 


^ チャイルド□ックランプ 


□-スター.中央ヒータータイマー操作部 

•中央ヒーター調理タイマー （2 ] ページ） 

• 魚焼さ調理タイマー （27 ページ） 

• グルメ調理タイマー (3] ページ） 

□-スター 
ク U —ニング 

/ キー (37 ぺージ） 

中央 ヒーター 
— □ ックキー 

(33 ぺージ） 

、 チャイルド 
□ ックキー 

ちヒーター操作部 （ 32 ぺージ） 

• 自動湯わかし （17 ページ） 

•揚げ物調理 （18 ぺージ） 


表示窓 


※表示窓の上に高温の鍋を置くと、液晶表示び黒くなることびありまず。 
黒くなった場合は鍋をおろし、しば S く放置ずるともとに戻りまず。 


左ヒーター表お 


中央ヒーター乂力表示 


ちヒーター表示 
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点の’点巧時高巧ま慧 


謂1!齡||^^1^||離禮化刷8召8 


♦液晶表おに表示する乂カノ（一と、 ri 」〜 ri 2」で火力の設定状態をお知らせします。 

※左ヒーターは火力 ri 0」まで。 

※液晶表示は、左•ちヒーターの操作を終えてから約10秒をに減光します。再度操作をすると、ちとの明るさに戻ります。 




「1」「2」「3」「4」「5」「6」「7」「8」「9」「10」「11」「12」 
100 W 2邮 W 300 W 400 W 500 W 800 W 1.1 kW 1.4 kW 1.6 kW 2.日 kW 2.4 kW S.OkW 
相当 ネ目当 



i とろ义 i 


弱义 


中义 


強义 


八イパワ - 


※ち ヒーター のみ 


:‘.煮る'.;;;；蒸ず''..ゆでる'‘> 


保温など 


义力 nj~r4j 〇义力 r4j~r6j 〇义力 rsj-r/j 〇义力 r7j 


カレーやポタージュ煮魚やひと煮立ちし煮物など、煮汁びを水を沸と5させたり、 
などのとろみのあるたちのを煮込むとさいちのをひと煮たちだし汁を煮たてると 
をのを煮込むとき させるとさ さ 


::焼く > C 炒める ：’I 


义力 rsj-rsj 〇义力 r4j~r7j ■ 义力 r 引 ~r 引 


中までじっくり火を卵料理などの弱めの一般的な炒め物 
通すとさ 炒め物 


义力 r 引一 ri 


肉類を焼<とさ 


■义力調節について 

♦义カキーを押ずと好みの火力に 
合わせることができまず。 


参設定キーで义力を調節しまず。 


火カ キー 


設定 キー 



「1」「4」「7」「10」 
100 W 400 W 1.1 kW 2.0 kW 
巧当 


火力を上げる 
火力を下げる 


•通電中に G を押すと火力が]目盛下びり D を押すと1目盛上がります。 
※火力はちヒーターは「1」〜 ri 2」、ちヒーターは「1」〜 ri 0」まで調節できます。 


■义力調節時のブザーについて 

•火カキーで火力を調節するとさはブヴーび鳴りますび、設定キーで火力を調節するとさはブヴーが鳴りません。 


义口部のなまえとはた5を 


1 — 


























































































使える鍋について 


◎鍋の材質により、使える鍋と使えない鍋がありまずので、お確かめください。 


♦ホー □一加工した鍋を使5ときは、空だきをしたり、焦げつかせないよ5にを意してください。 
( トップフレートを破損する原因） 


ご注意 


※市販の鍋をおホめになるとさは、財団法人製品まを協会の 
ずめしまず。 


圓 D 

rui 

师 

圓担 

脚 

irui 

」时 


マークの ある鍋をおず 


御の説明書をよくお読みになり鍋に適した火力で使用するなど正しく安全にお使いください。） 


鍋の材質*種類 

左*ちヒーター （画ヒーター） 

中央ヒーター （クイックラジエントヒーター） 

鉄 

鉄 • 鉄錶物 • 鉄ホー□— 

〇 

〇 

ステンレス 

磁性ステンレス 

(磁石びつくもの] 8-0) 

〇 

〇 

非磁性ステンレス 

(磁石びつかないちの 
18-8、 18-10) 

• 鍋底の厚さ 

1 .OmmliTF 

〇 

〇 

• 鍋底の厚さ1 .0 mm を 
超えるもの 

/\ 义力び弱くなる場合がありまず 

〇 

を 層 鍋 

• 間に鉄をはさんでいるもの 
• 底が1 S -0 ステンレスのもの 
(鍋底に磁石びつくもの） 

^ 磁石のつさび弱いちのは、义力び 

W 弱くなる場合がありまず 

〇 

• 間にアル S や銅をはさんでいるもの 

乂 加熱でさません 

〇 

銅•アルミ • 
ガラス‘陶磁器* 
±鍋など 


V 加熱でさません^2 

V 銅•アルミ•超耐熱ガラスの鍋は 
ノ、 使えまず 

〇 ^ 

直乂用 
魚焼を器 

•底面にホー□—加工したもの 

W 底面のホー□-び;’容けて焼き付き、トツ 
へ ププレートを破損ずる原因になりまず。 

W 底面のホー□-び;’容けて焼き付き、トップ 
へ プレートを破損ずる原因になりまず。 


《 ] IMHTffiiMi ) マークのある鍋は使用でさます。 

※吕「[1厘で使える」と表示している±鍋やガラス鍋などでち、形状によっては本製品が故障したり、鍋び割れたりする場 
合がありますので使わないでください。 


自動 湯 わかしで使える鍋について 


P 自動湯わかし推奨ケトル- 

品名：ケトル f — 

型式：106346 T え 

自動湯わかしには、必ず1 国 mi . 国陌 M 問1付きの鍋でつぎのものを使用してください。 


• 鍋底の径が1已〜 23 cm のちの 


希望ル売価格：日,97巳円 

• 鍋底げ平らなもの（鍋底の凹凸（そりや脚）1 mm 政下） 


(税抜日,日00円）勺 ■ 1 


左•ちヒータ ー（ 國ヒ-夕-) 鍋の形状 



12〜 26 cm 


鍋底が平らで底の直径が 
12〜2目 cm のちの 


〇 


•鍋底に 3 mmLU 上の凹凸（そりや脚）がある 
をの 

• 鍋底げ丸いをの 

•底の直径が 26 cm を超えるをのや、 12 cm 
未満のをの 



T 約 3 mm 政上 


X 

使えません 



底び丸いちの 


中央ヒーター (クイックラジエントヒ-夕-) 鍋の形状 


• 鍋底び平らで底の直径び12〜1 8 cm のをの 


lor 〇 

12〜1 8 cm 



1約 3 mm 政上 1 ^約 3 mmULL 




底び丸いをの 


X 

使えません 


•鍋底に 3 mmLU 上の凹凸（そりや脚）びある 
ちの 

• 鍋底び丸いわの 
• 底の直径び1 8 cm を超えるちの 





































































































使える鍋について （つづき) 


鍋の見分けかた 


ちヒーターで見分ける場合 ※左ヒーターでを同様に見分けられます。 



確認後はヒーターの通電を停止し、電源スイッチを巧して電源を切る。 


鍋についてのご注意 

※鍋底の厚さび] mm モ満の薄い鍋は、鍋底び変あすることびあります。けめ物はひかえ、ほめの火力でご使用くだ 
さい。 

※同じ火力でも（同じ鍋使用）ちホのヒーターで火力び異なることびあります。 

※左•ちヒーターで加熱中に、鍋の種類によっては音（ジー音-カチカチ音）び発生する場合びあります。 

これは磁力線により鍋自体び振動するためで、製品の異常ではありません。そのままご使用ください。 

※左’ちヒーターを同時に使用した場合、鍋の種類によっては調理中に共鳴音「キーン」とか「キューン」という音びし 
ますび、これち磁力線により鍋が振動するためで異甫ではありません。 

※鍋底の水分や巧れ、異物などは必ずふさとつてからご使用くださし、。 


左•ち ヒーターで 調理ずる 

※ちヒーターで説明しています。 

通電を開始ずる 

〇 鍋に材料を入れ、ヒーターの中央に置く。 

0 電源を入れる。 

• 電源スイツチをブヴーび鳴るまで押してください。 

• 電源ランプが点打します。 


0 上面操作部の切/入キーを巧す。 
〇义カキーを巧して、調理を始める。 



通電を停止ずる 

〇 調理び終わった日切/入キーを押す。 

•通電を停止します。 

0 使用後は電源スイッチを押して電源を切る。 

•電源ランフび消打します。 

※通電を停止したとさや電源を切った後でち、トッププレートの温度び約80でな下になるまで高温注意表示を続け 
ます。 


使える鍋について/左.ちヒ—夕—で調理ずる 
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を•ち ヒーターで 調理する（つづさ) 


調理タイマーの使いかた ( 6 "= セットずる場合 ) 


※調理中に設定しまず。 


タイマーキーを巧す 

願 


〇設定できる時間は 

☆ 化ろ义』（义力川)-聞义』（义力「2」~「日」）：躺間已巳分 
☆阳义』（乂力巧」~「引)〜 『A ィバヮ ー J (义力「11」~「12」）：1時間 
☆1分~1綱まで ：1分単位で關 

☆1 時間~已時間まで：10分単位で設を 
☆已時間〜9時間巳已分まで： 30分単位で關 

※長い時間に設定する場合は「日:0日」から〇で逆さ 
りにすると早く合わせられます。 


2 


時間を設定する 




スタート 


〇こ ] または I ) を巧して時間を設定しまず。 

〇時間の設定が完了した5、約3巧間たつと「ピピッ」と 
ブザーび鳴り、調理タイマーびスタートしまず。 

〇調理タイマー終了後は通電を停止し、メ □ディーでお 
知5せしまず。 


♦タイマー表おの際「0:03」の表示のまま約 30 秒間放置すると調理 
タイマーび解除され、火力表示に戻ります。 


お願し、 


•タイマーを使うときは、ふきこぼ 

♦途中で調理タイマーを解除するとさは、をラー度タイマーキーを押し 

て < ださい。 


れや焦げつさにご注意 < ださし、。 


ご 
、、 

意 


ちヒーターで乂力「1吕」や「11」を使用する場合 

♦火力 「12」は火力び強いため、少量の食品を調理する場合、舗やフライパンを傷めてしまラことびありますの 
で、火力を下げて使ラことをおすすめします。 

♦火力 ri 2」は最大約]0分継続使用すると、火力 ri 1」に下びります。 

♦火力 n 2」 n 1」は合計で約1已分継続使用すると、火力 n 0」に下びります。 



お知らせ 


ヒーターを切り忘れた場合は、切り忘れ防止機能び働き、操作後約 4 已分経過すると自動的に通電を停 
止します。禪理タイマー使用中は切り忘れ防止機能は働きません。） 

煮込み料理など長時間加熱するとさは調理タイマーをご使用くださし、。 


お願し、 

• 火力が強い場合、鍋ややかんのあ状などによっては&さこぼれたり、蒸気が勢いよく出る恐れびあります。 

沸とラしたら火力を下げてくださし、。 

•調理をするときはそばを離れないでください。 

•煮込みなどで長時間ご使用時は、途中でかき混ぜるなどし、ふきこぼれや焦げつきにごを意ください。特に調理 
タイマーを使用するときは焦げつさに注意してください。 

• みそ汁やカレーのルーなど底に沈源しやすいちのを温めなおすとさは、弱火でかさ混ぜなびら行ってください。 
※鍋底に沈源したみそやカレーのルーなどび温まると突然吹さ上びったり、銷び跳ね上がることびあり、やけど 
の恐れびあります。 

• 少量の油を入れて予熱する場合は、火力を弱めにするなど、加熱し過ぎないよ5に注意してください。 

※油の温度び急激に上びり、油び発火することびあります。 

•鍋底の薄いちの、鍋底びそっているフライパンや鍋は、強火で予熱するとホ熱する場合びあります。 


自動湯わかしの使いかた (※ちヒーター) 


※使える銅は1吕ぺージ。 


◎お湯をわかずときに使用しまず。お湯がわいた後、約已分間保温し自動的に通電を停止しまず。 
〇 やかんや鍋に水を入れ、ヒーターの中央に置く。 

• 水の量は 1 L 〜やかんや鍋の満水量の 60% まで（最大 2 L ) 。 

• 必ずやかんや鍋の&たをして<ださい。 

@ 電源を入れる。 

• 電源スイッチをブヴーび鳴るまで押してください。 

• 電源ランプが点打します。 


1 上面操作部の C 点 ロト- 

切/入キーを押す 


〇 湯わかしキーを巧す 



• 自動湯わかしを開始してから約 10 秒間（設定キーの 
ランプび点滅している間）湯わかしの温度を調節で 
さます。 


〇お湯びわいた後、ブヴーでお知らせし約已分間保温し 
ます。 

•保温び終了すると自動的に通電を停止しメ□ディーで 
お知らせします。 

※調理後などでトッププレートび熱い場合 （ r 高温を意」 
を表示しているとき）は、温度センサーび正しく働か 
なくなるため、湯わかしキーを押してをブヴーび鳴っ 
て通電を開始しません。通常の加熱方法 （1 巳ページ） 
で行ってください。 

〇湯わかしキーを先に押した後に上面操作部の切/入キー 
を押してち自動湯わかしを開始します。 



3 仆^■仆 Q 1 

低め 標準 高め 


湯わかしが終わつた5電源スイツチを巧して電源を切る。 


お願し、 

• 水量は必ず1 L 〜 2 L の範囲内でわかしてください。 

水量びをいとお湯びわく前に停止したり、水量び少ないと、水びなくなり空ださになる場合びあります。 

•常温の水を使用してください。また、自動湯わかし中は、ふたの開け閉めや水の追加をしないでください。温度 
センサーび正しく働かず、お湯びわく前に停止したりふさこぼれたりする場合びあります。 

• やかんや鍋の底び変形していたり、水や異物び付着していると自動湯わかしび正常に動作しない場合びあります。 
• 水];^外（だし汁やスープ’ミルク • むぎ茶パックなど）をわかさないでください。温度センサーび正しく働きません。 



お知らせ 


• やかんや鍋のが質-厚さ-水温などにより、お湯びわく前にブヴーび鳴ったり、わいてもすぐ 
に鳴らないことびあ0ます。 














































左•ちヒーターで揚げる (揚げ物温度コント□ールの使い 


•ちヒーター同時に揚げ物はでさません。※調理タイマーは使用でさません。 


参油量がかなかったり、鍋底に凹凸やそりのある場合は、油温が設定温度より高くなり、発义の原因に 
なりまず。 


K 通電を開始する 


〇 付属の天ぶ5鍋に油約已00呂 （0 .己目 L ) 〜約800邑 (0.9 L ) を入れ、 
ヒーターの 中央に置く。 



お願し、 

※なのよラ な使いかたをした場合、揚げ物鍋そり 
検巧機能び働さ、通電を停止する場合びあります。 

(1) 鍋底び約 2 mm け上そっていたり、変おした 
鍋を使用した場合 

(2) 鍋底やトッププレートに異物やちれび付着し 
ている場合 

(3) 予熱中に油ををぎ足した場合 

•鍋やトッフプレートを確認し、正しい鍋に取り 
換えたり、トップフレートをお手入れしてから 
ご使用ください。 

また、 （3) の場合は、上面操作部の切/入キーを 
押して揚げ物温度コント□ールを終了し、ちラ 
一度揚げ物温度コント□ールを設定してくださ 
い。 

※油の種類によっては、油煙び出る温度び異なり 
ます。 

油の説明書をよくお読みになりご使用ください。 
※付属の天ぷら鍋は絶对に空ださしないでくださ 
し、。鍋底び変巧して使えなくなります。 


A 警告 



♦付属の天ぷ己鍋 1 U がは絶巧に使わない。 

参鍋は中央に置いてください。 

♦底に凹凸やそりのある鍋で揚げ物をしない。 

参おず揚げ物温度コント□ールを使用し、付属の天ぷら鍋 
で調理して < ださい。 

参油は已00巨 （0 .已 6 L ) 未満では絶巧に調理しない。 

油は巳0 Og (0. 巳曰 L ) 〜800邑 （0.9 L ) の範囲で調理し 
てくださし、。 

鍋び違ったり油の量び少ないと、油び過熱され発火する 
恐れびあります。 

また油の量びをすざると、あふれてやけどや火災の原 
因にな0ます。 


かた） 



※ちヒーターで説明しています。 


操作のしかた 



2 


獄ず物キーを巧し、適温に 
なった5調理を始める 



揚げ物 
予熱中 


UU 



〇揚げ物キーを押すと ri 80」設定で予熱を開始します。 
〇〇や〇を押してお好みの油温に合わせます。 


I 

揚げ物 

、 • •コ •つ' > 
• ソ し" イ ; I 


▼ 

*,1、， 

11 


揚げ物 

、、•こ n t 
ソ 心 


▲ 

▼ 

- > 

_ % \ 


揚げ物 

づ •- 们 V 
- fUU ：' 


「1已0」「160」「170」「180 」 n 90」「200」の中か 

ら選べます。 

〇予熱び終了するとメ□ディーび鳴つてお知らせし、液 
晶表71^窓1し「適温」を表术します。 

※油温設定は調理時の温度目安です。油の量や材料によ 
り異なります。また材料が入っていない場合はやや高 
めの温度になります。 


調理が終わった5上面操作部の切/入キーを巧して通電を停止し、電源スイツチを巧して電源を 
切る。 


ヒーターを切り忘れた場合は、切り忘れ防止機能び働さ、操作を約4己分経過すると自動的に通電を停 
ち知りせ, I 止します。 


左.ちヒ—夕—で揚げる(揚け物温度 n ントロ—ルの使いかた) 
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中央 ヒーターの 使いかた 


K 通電を開始する 


※左•ちヒーターで使えない鍋を熱するとさなどに使います。 


◎中央ヒーター（クイックラジェントヒーター）は、約4秒で赤熱し熱くなりまずのでま意してください。 
◎中央 ヒーターと□—スターの 同時使用はでをません。 

〇 鍋に材料を入れ、ヒーターの中央に置く。 

0 電源を入れる。 

• 電源スイッチをブヴーび鳴るまで押してくださし、。 

•電源ランフび点巧します。 

0 パネル操作部の中央ヒーター切/入キーを巧す。 

〇 中央ヒーターの D キーを巧す。 

• 『強火』（火力「4」）で通電を開始します。 

※〇キーを巧しても『強火』（火力「4」） 

で通電を開始します。 


〇または D を押して火力を調節します。 



□ースター 

丸焼き •ピザ ••• 

帥身'脚）_ •巧》ン_ _ i _ 弱中強 

•つけ烧き南持き1•ホイ)版きタルメ1スタ-卜（巧き 
•ま動1^岩り)_) 動り!苗 y tJD みけん 

タイ 7 - 

命 

□-スタ¬ 
グ」-ニンク 

左 [ ffl ] •**(:-》- 

[揚げ物] 蝴ィ1后 P 

ち画 

-^ f -^ 

mmj ^ 湯わかし 

中央ヒ-夕 - 
□。ク 

チヤイルド 
□ツク 




通電を停止ずる 

〇 調理が終わった5切/入キーを巧す。 

•通電を停止します。 

0 使用後は電源スイツチを押して電源を切る。 

• 電源ランフび消なします。 


乂力の目安 



※中央ヒーターはホ熱し、トッフプレートの表面び高温と 
なります。使用中および使用後はトッププレートの温度 
び高<なっていますので、やけどにを意してください。 
また、絶巧に可燃物をのせないでください。 


900 W 相当 
30 0 W 相当 
1吕 0 W 相当 


お知らせ 


’ヒーターを切り忘れた場合は、切り忘れ防止機能が働さ、操作後約4已分経過すると自動的に 
通電を停止します。（調理タイマー使用中は切り忘れ防止機能は働さません。） 

’中央ヒーターは、火力のコント□ールや温度調節機能び働<ため、ヒーターびホくなったり消え 
たりすることがありますが故障ではありません。 

( 『強火』の場合でわ温度調節機能び働き、ヒーターがホくなったり消えたりします。） 

’中央ヒーターの中に見える黒い棒は、温度調節機能のセンサーです。 


調理タイマーの使いかた ( 'セットずる場合 > 


◎最大1時間まで1分単位で設定でをまず。 

◎調理タイマーをご使用になるときは、通電開始後に設定しまず。 


中央ヒーターを通電中に中央ヒータータイマー 
設定 キー a または 〇 を押ずとタイマー表 
示び数字で点むしまず。 


jEKi 


2 


中央 ヒーター タイマー設定 キー a D を 
巧して好みの時間に合わせまず。 



3 


時間を合わせた後、約3砂間経過後に「ピピッ」 
とブザーが鳴り、「•」び点滅し調理タイマー 
びスタートしまず。 



4 


調理タイマーが終了ずるとメ □ディーが鳴り、 
通電を停止しまず。 


夕□ディう 



I 途中で調理タイマーを中止するとさは、も5—度〇キーまたは D キーを巧してください。 
I 設定した時間を変更したい場合は、調理タイマーを解除し、再度設定してください。 


中央ヒ—夕—の使いかた 





































受皿•焼網をセットして本体に組み込み 

材料を焼網にのせる 


2 


電源を入れる 


※魚焼さ調理をするとをは、必ず受皿に水約200 mL を 
入れてくださし、。 

※グルメ調理をするときは、 

受皿に水を入れないで< 

ださい。 

※□-スタードアは□ック 
するまで押し込み、確実 
に閉めて < ださし、 

• 電源スイツチをブヴーび鳴るまで巧してください。 
•電源ランプび点なします。 





な 


調理が終了した（させた）ときは 


使用後は 

電源スイッチを巧して電源 
を切る 


’電源ランプび消なします。 

’電源を切ってち、□ースター庫内の温度び高温の場合 
は高温注意表示を続けます。 


魚焼を調理を 
する場合 


グルメ調理を 
ずる場合 


□ースターの 使いかた 



準備 


魚焼さキー 


グルメキー 


スタート/切キ_ 

焼きかげんキー 



ス 


□ I スタ— 

ドア 

hr 


24ぺージ 


2 8ページ 


□ 


‘ •使い始めは受皿の滑りをよくするための油び加熱によってにおいや煙となって出ることびあり 

k お知らせ ：| ますびご使用にとをない出なくなります。 

•通電してしばらくの間、前回の調理でヒーターについた脂び加熱されにおいや煙び出ることび 
: あ D ます。 

: •調理中、材料の脂などび下ヒーターの上に直接落ちると、においや煙び出ることびあります。 

: •調理中はヒーターびついたり消えたりしますび、温度調節しているためで故障ではありません。 

: •調理直後に□ースタードアを引き出すと、煙び前面から出ます。特に脂分のをい魚などを焼い 

: たあとは、30秒程度待ってから引き出してください。 

: • □ースター調理はメニューに応じて上•下ヒーターを自動的に切り換えます。メニューによって 

: は上’下ヒーターの通電を細かく切り換えるため、ヒーターがホくな b ない場合びあります。 

: • 魚焼さ手動調理やグルメ手動調理は上-下ヒーターの通電を細かく切り換えて両面を焼さ上げ 

: るため、自動調理で調理するときよりち仕上びりに時間びかかる場合びあります。 


ス 

夕 

I 

の 

使 

い 

か 

た 
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A ミ主意 


•□ースター使用時は必ず換気扇を使用してください。 

(調理中、吸’排気カバーから煙び出ます。） 

•焼網をセツトするときは焼網の支え部を□ースター 
の奥側にしてのせてくださし、。 



• 受皿に水け外のちの（例えばアル5ホイル•クッキン 
グペーパー•グ U ル石など）を入れて使用しないでく 
ださい。（油び過熱され、燃えることびあります） 

• 焼網にな料をのせるとさは、焼網からはみ出さない 
ようにしてください。（ネオ料びヒーターにつくと発 
乂する恐れびあります。） 


•魚の脂や他の食品かすびついたまま調理をすると、 
前の食品のにおいびつくことびあります。焼網と受 
皿のミちれをきれいにしてから調理してください。 
(37 ページ(お手入れ）） 

• 連続してご使用になる場合は、毎回焼網と受皿の巧 
れをされいにし、已分程度間隔をあけ、□ースター 
庫内の温度を下げてから調理してください。□ース 
ター庫内の温度び高いまま調理すると、センサーび 
正しく働かず早めに調理び終了したり、調理時間び 
長くなったりします。 

(高温のためやけどに注意する。） 

• 自動調理の途中で□ースタードアを開けないでくだ 
さい。上手に調理できません。 

•長時間□ースターを使用すると、□ースタードアの 
とっての下側び熱くなるのでご注意ください。 

•調理中、□ースタードアがくちったり、周りに露び 
ついたりすることびあります。周りについた露はふき 
んでふさとってください。 




















□ースター 魚焼き調理をずる 

準備 

©必ず受皿に水を 約 200 mL 入れてください。 

©□— スターと中央ヒーターとの同時使用はできません。 

〇受皿•焼網をセットし、本体に組込む。 

• □ースターに受皿-焼網をセットし、水を約200 mL 入れて材料をのせます。 
• □ースタードアは□ックするまで押し込んで確実に閉めてください。 

@ 電源を入れる。 

• 電源スイッチをブヴーび鳴るまで押してくださし、。 

•電源ランプび点なします。 



魚焼さ調理のこつ 


♦魚を調理する場合は、尾などの薄い部分び焦げやすいので、焼網の手前側に尾を向け 
て < ださい。 

参焼網にサラダ油などを塗っておくと調理物び焼網に付着しにくく、取り出しやすくな 
0ます。 

♦こげめのつさ具合は魚の種類や大ささ、脂のの0具合、魚の温度、塩の&0加減によっ 
て違います。（塩のふる量びをいと焦げ目び強くなります。）お好みにより焼さかげ 
んキーで調節して < ださい。 

♦生魚（さんまやあじなど）は、焼き色びつきにくいので、調理する約10〜20分前に塩 
をふっておさます。 

参;令ましてある魚は、よく解凍してから焼いてください。魚の内部び;令たいため、中まで火 
び通りにくく焼き不足になったり、温度センサーび正しく働かず焼き過ぎたりします。 

参焼網よりち大さな魚を調理する場合は、半分に切ってください。 

♦魚を少量焼く場合は焦げやすいので、下ヒーターの真上をさけて置いてください。 

参複数の食品を焼くときは種類、大ささ、厚さをそろえてくださし、。 

ルさいちのや火の通りやすいをのは、焼さ過ぎになります。 



寻 


























， 〇謂理タイマーは使用でをません。《 r 丸焼き」メニューをセツトする場合。 

'魚焼を自動調理のしかた 



ネオ料に合わせて 
魚焼きメニューを選ぶ 


-E11- 


〇爲焼きキーを押すごとにメニューザ切り換わ口ます。 


〇巧きかげんキーを巧すごとに規3かげんが切りをわり 
まず。 

※魚焼きキーでメこユーを変えると焼さかげん「中 J 状態 
となります， 

※メニューおよ U 巧さかげん還 おを、お 13分 iU 内に ス ター 
卜/切キーを巧さないとブヴーび鳴 D 有動的に解除さ打 
ます。 


※調理 中は. メニューおぶび‘規きかげんの密更はでさま 


□ —スターをスタートずる 

点打!) 

晒^ 


3調理物を乂0たままにしておくとを熟で焦げ遇ぞるこ 
とびあります。 

ご焼をびち D ないときは、手動調巧で樣モをみなび5、 
さ6に巧いてくだごい。（2已ぺージ） 

〇調®が格了ずると烧さかげんランブび点滅し、高温を 
意を表示します。（最スフせ間） 


使用をは電源スイッチを}甲して電源を切る。 
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メ □ディーが鳴った6 

調理物を取り出ず 




0スタート/切キーを巧しまず。 

〇口ースターランプが点打して、弱理がスタートします。 
〇タイマー表示部び*，と表示古打、產中ぴ己調理の残 
り時間を表示しまず。 

•途中で調 S を挺了したい場合は、スタート/切キーを巧 
してくださし1。 

•途中で調垣をお了でせた場合は.手動調理で加熱して 
くださし、。 （26 ベージ） 


2 


材料や巧みに応じて 

焼きかげんを選ぶ 




WH 

> 圓 > 図 !…… 


□ I スタ—魚焼さ調理をする 



















□—スター魚焼を調理をする （つづを) 


乂力の目を 


魚巧き手!)調!里のしかた 


中 J 900 W 相当 



手動にする 


C を斑きキーを4回巧しを動にちわだる。 


《手動還巧を、，約3分 L ツ內に スター ト/切キーを巧さない 
とブヴーが鳴 D 自動的に辑除でれます。 


•な离を 


聞 


2 


巧料やなみに応じて 

焼をかばんを選ぶ 



C 煩まかばんキーを巧します。 


※手動および焼きかげん還巧 後, 巧3分 W 巧にスタート/切 
キーを巧さないと.フヴーが鳴 D . 目 お的にセットび辑除 
ごれます。 


□ —スターをスタートする 

HI 

の K 


0スタート/切キーを巧します。 

C 調理が経了ずると規をひげんランプび点滅し、高温を 
意を表示しぎす。（最ス7分間） 

•謂巧物を入れたぎまにしでおくとホ熱で焦げ過ざるこ 
とがありまず。 

※□ー スターを r 切」にし忘れた場合は切 D 忘れ防止機能 
び働き、涯電閔おからお130分樹こ通電を停止します。 



C スタート/切キーを巧しまず。 

C 口ースターランプび点灯して、調理びスタートします。 
詞理中に規きかげんキーで义力を围節でさまず。 

※調巧タイマーをご使田になるときは、調巧スタート後 
設ちします。 （27 ベージ） 


使用をは電源スイッチ巧}甲して電源を切る。 












□ 


魚焼; 

をメニュ- 

調 理 例 

加熱時間の目ま 

メニユー 

焼さ 
かげん 

数 

目ま時間 

1尾(切）あたり 
の大きさ 


海魚 

川魚 

さんま]〜4尾 
あじ1〜4尾 
しめし 
真離 

生にしん 

友ゆ 

にじます 

さんまの 
塩焼さ 

中 

1尾 

約] 6〜] 8分 

長さ約吕 8 cm 
約180呂 

中 

4尾 

約20〜22分 


あじの塩焼さ 

中 

1尾 

約] 6〜] 8分 

長さ約吕 3 cm 
約1 80 g 

中 

4尾 

約20〜22分 

鍋の塩焼さ 

中 

1尾 

約18〜2日分 

約230呂 


切身 

ひちの 

鞋の切身-さばの切身 

あじの開さ 
さんまの開さ 
ほっけの開さ 
かれし'\の一夜干し 

蛙の塩焼さ 

中 

4切 

約] 3〜]己分 

約 80 g 


あじの開さ 

中 

吕枚 

約] 4〜]己分 

約10 Og 

•JM 細 

しょうゆ漬け 

みそ漬け 

ぶり 

さわら 
負周 

ぶ D の 
つけ焼き 

中 

4切 

約]]〜13分 

約10 Og 

さわらの 
西京農け 

強 

2切 

約] 3〜]己分 

約100呂 

焼さ鳥 

塩焼さ 
たれ焼さ 

焼さ鳥 
(短焼さ） 

弓至 

8本 

約] 3〜] 6分 

1本が]巳〇邑 

焼さ鳥 
(タレ焼さ） 

中 

8本 

約]日〜] 3分 


◎1 分〜最大 29 分まで 1 分単位で設定できまず。 
※調理中に設定しまず。 


•途中で調理タイマーを中止するときは、もラー度〇キーまたは D キーを巧してくださし、。 
•設定した時間を変更したい場合は、調理タイマーを解除し、再度設定してください。 

※切り忘れ防止機能 （30 分）を優先しますので、通電途中でのセツトでは、最大時間び短くなります。 


□ ー スターを通電中 
にタイマーキー D 
または d を巧ずと 
タイマー表示び数字 
で点なしまず。 


端 
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時間を合わせた後、約3秒 
間経過をに「ピピツ」とブ 
ザーが鳴り、「•」が点滅し 
調理タイマーがスタート 
しまず。 


miml 

BqL 


2 


タイマ ーキー D 
a を巧して好みの 
時間に設定しまず。 


jmEi 


4 


調理タイマーび終了すると 
タイマー表示び消灯し、メ 
□ディーが鳴ってお知5せ 
しまず。 


(fm-j) 


ースターを使用中に10分の調理タイマーを 
:ットする場合 


調理タイマーの使いかた 


魚焼き自動調理の加熱時間の目安 


I スタ—魚焼き調理をずる 
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